○　　○　科　学　習　指　導　案（記入例）

広島市立○○学校

教諭　○○ ○○

1． 日　時　○月○日（○）○時○分〜○時○分（○校時）
２．学　年

３．場　所

４．単元（題材）名

５．単元（題材）設定の理由

　○　児童生徒観

　
　○　単元（題材）観


　○　指導観


６．単元（題材）の目標


７．単元（題材）の評価規準
	知識及び技能
	思考力・判断力・表現力等
	主体的に学習に取り組む態度

	何がどのように分かってできればよいか
	何についてどのように考えて、表現すればよいか
	どのような姿で取り組めばよいか


８．単元（題材）の学習と評価の計画（全〇時間）
	次
	時
	学習活動
	評価の観点

	
	
	
	知・技
	思・判・表
	主体的

	一
	１
	
	〇
	
	〇

	二
	１
	
	
	〇
	〇

	
	２
	
	〇
	
	


９．本時の目標　
	児童生徒
	単元に（題材）に関する実態
	単元（題材）に関する個別目標

	Ａ
（　年）
	
	

	Ｂ
（　年）
	
	


１０．準備物

　

１１．教室配置図　　　　
○　　○　科　学　習　指　導　案

広島市立○○学校

教諭　○○ ○○
2． 日　時　○月○日（○）○時○分〜○時○分（○校時）
２．学　年

３．場　所

４．単元（題材）名

５．単元（題材）設定の理由

　○　児童生徒観

　
　○　単元（題材）観


　○　指導観


６．単元（題材）の目標


７．単元（題材）の評価規準
	知識及び技能
	思考力・判断力・表現力等
	主体的に学習に取り組む態度

	
	
	


８．単元（題材）の学習と評価の計画（全〇時間）
	次
	時
	学習活動
	評価の観点

	
	
	
	知・技
	思・判・表
	主体的

	一
	１
	
	
	
	

	二
	１
	
	
	
	

	
	２
	
	
	
	


９．本時の目標　
	児童生徒
	単元に（題材）に関する実態
	単元（題材）に関する個別目標

	Ａ
（　年）
	
	

	Ｂ
（　年）
	
	


１０．準備物

　

１１．教室配置図　　　　

P１～２は記入例 P３～４は記入用








指導者が複数いる場合は、T1,T2‥を明記する。





学習指導要領の各教科等で示されている内容ごとに、児童生徒がどの段階で、何がどこまでできるのか、何が課題になっているのか、その背景は何であると考えられるか、などを具体的に表記する。個々の様子については、単元（題材）に関する実態で表記するため、ここでは全体的な傾向を書くことが望ましい。





　児童生徒の実態を踏まえ、この単元（題材）で、何の力を付けることが期待できるのか、単元自体の価値を書くことが望ましい。


例：「本単元は、～することが容易にできるため、～の力を付けることができる。」





　この単元（題材）の目標達成に向けて、どのような指導上の工夫や、障害等を考慮した支援を行うのか具体的に表記する。


例：「～できるようにするために～を行う。」「～することで～できるようにする。」








学習指導要領に記載してある目標を踏まえ、３観点に分けて記述する。


〇どんなことが分かり、できるようになってほしいか


〇どんなことを考え、判断し、表現してほしいか


〇どのような態度で取り組んでほしいか





重点とする観点を絞る





３観点で整理した実態の中に、個々の児童生徒が既習事項によってどのような力が付いているかを明確にかいておくと、目標とつながりやすい。
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